[文献紹介] 曽和信一・堀智晴・堀正嗣・山下栄一編集『「障害児」共生保育の展開』 by 玉田 勝郎 & Tamada Katsuro
[文献紹介] 曽和信一・堀智晴・堀正嗣・山下栄一
編集『「障害児」共生保育の展開』
著者 玉田 勝郎
雑誌名 教育科学セミナリー
巻 18
ページ 48-49
発行年 1986-12-07
URL http://hdl.handle.net/10112/00019515
曽和信ー・堀智晴・堀正嗣・山下栄一編集
『「障害児」共生保育の展開』
三年前に出された『「障害児」保育の現在
—共生保育を求めて』において、〈「障害」の
軽減でなく、「障害」を契機として生ずる差別
をなくしていくということ。その第一歩として、
「障害児」と「健常児」が共に生き、共に育ち
あっていく関係をつくり出していくこと。そこ
にこそ、「障害児」が保育所に入っていくこと
の意義がある〉と主張して、「優性」保護思想
と、「発達論に立つ」保育観を鋭く批判した編
，著者たちは、本書において、その問題意識と提
言を実践的に検証しようとして、大阪での三ケ
所の保育現場からの報告を中心にすえ、いうと
ころの〈共生保育〉の地平・内容・可能性を析
出している。
「現場からの報告」と題された、第二章の三
つの実践報告 生野子どもの家、聖愛園、大
阪市職労「障害児」共同保育のそれ―は、そ
れぞれが共生保育の豊かさを証し立て、またそ
こに潜在する可能性を開示するとともに、「自
立と共生」の〈関係〉を創出していく実践上の
課題を提示している。「三つの実践とも、子ど
もの示す行動を、その子の属性と決めつけてし
まうのでなく、その子がおかれている状況から
見ている。つまり、他の子どもたちといまどん
なかかわりの中にいるのか、何を訴えようとし
ているのかということを理解しようとしている。
この理解をおし進めようとすると、保育者自身
がこれまで子どもとどのようにかかわってきた
のかということが問題になってくる。」（「実践
報告から学ぶもの」）こうした「状況」「関係」
「かかわり」の中で、子どもの行動を認識し評
（柘植書房 1986年 9月刊、 1,800円）
価していく視点は、「障害」を子ども個々人の
「属性」とみなす発想から保育実践を解放して
いく要路となって、三報告を貫いている。
とりわけ、「多動で自閉の障害」をもつk君
の、生育史ともいうべき、入所から園での生活、
卒園後の学童保育、小学校入学をへて“施設送
り"にされるまでの経過を記した聖愛園の報告
は、 K君を〈集団〉〈地域〉から排除し隔離しよ
うとする圧カ・攻撃のありようを指摘すること
で、共生保育が周囲の敵意に遭遇せざるをえな
い現状を明らかにしている。当報告ほ、「何故
k君は施設に行ったのか」と問うて、「K君を
囲む子どもたち集団をつくれなかったこと」と、
「K君を地域の中で育てる」人々の集団を作り
出せなかった点をあげ、「当時の聖愛園にはこ
のことの問題意識が欠落し、 K君が地域で生き
る条件を潰してしまったのではなかろうか」と
述べている。
このような点検と総括をうけて、編著者たち
は、「つくしクラブで『ぐったり』したり、『イ
ライラ』と荒れたりするK君の姿が見られたの
は、実は養護学級での訓練的な授業が集中的に
行われたためであった。 K君が家でおかあさん
を『攻撃』するようになったのも、実はつくし
クラブで何もせず、寝こんだ後でのエネルギー
の発散であった。……k君の『ぐったり』や
『攻撃』を理解するには、 K君をとりまくまわ
りとの関係で見る必要がある」と、 K君親子を
追いつめていった状況を分析している。さらに、
「『障害児』を拒否する学校は『健常児』にとっ
てもよい学校ではない。共に育ちあってきた子
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どもたちを裏切らないためにも、保育所は小学
校と日頃から連携をとりあって、率直に語り
あっていくことが必要だろう」と提言している。
k君親子の「あたりまえ」の願い・要求に接
続しての、編著者たちのこうした提言は、「『障
害』の部位に目を奪われ」た機能訓練主義を撃
ち、それを相対化するものであると同時に、つ
ぎのような共生保育の土台に立ってなされてい
るのである。〈私たちは「障害」を軽減、克服す
るというよりも、「障害」や「遅れ」をかかえた
ままで、あるがままの生活を広げていくことこ
そが大切であると考える。そのためにも日々の
生活の中で身につけてきている生活感覚をさら
に潤いのあるものとしたい。〉
「障害」の軽減・克服、さもなくば排除と隔
離―このような構造が決して〈自明〉のもの
でないことを、本書はしなやかな実践の析出を
とおして証し立てていよう。
各章の初めに配されている梅田洋一君の版画
と、その絵に附されている和子さんの文章は、
無限の優しさをにじませて、本書に深い陰影を
与えている。
（玉田勝郎）
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